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 論文内容の要旨
 本研究の目的はグローバル化が進展する今日の国際経済のなかで、日本の企業がどのような事業
 展開をおこなっているのか、その社会・経済環境面に視点をあてて分析することである。具体的に
 は、日本の自動車メーカーが北米自由貿易協定(NAFTA)地域においてグローバル、かつリージョ
 ナルに展開してきた事業活動を分析する。分析は統計データが利用できるものに関してはその分析
 に基づき、実証が可能なものは実態調査をおこない分析した。分析の対象期間は主にNAETAが
 発足した1994年を基準に、データの収集が可能な1990年'前後から2000年前後までで、比較静学的な
 分析を試みた。
 第2次世界大戦以降、世界経済は大いに拡大した。1950年から2003年までの聞に、世界貿易総額
 は約130倍も増えた。これを先進工業国と新興工業経済(MEs)・発展途上国とに分けてみると、
 前者の輸出はこの約半世紀の間に年率で9.7%であったのに対して、後者はそれ以上に拡大した。
 つまり、この間、世界貿易は新興工業経済(MEs)・発展途上国の貿易を大いに拡大させ、全体的
 に伸ひた。貿易の中身をみると、工業製品同士の貿易を主とする産業内貿易が拡大した。それが総
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 第2章地域経済統合の経済的厚生の効果分析
 本章では自由貿易協定(FTA)をはじめ、各種の地域経済統合について整理し、静態的な分析
 を基礎にFTA形成が域内メンバー国および域外国とに対して、どのような経済的厚生面の変化を
 もたらすのかを分析した。一般的に壼TAは域内メンバー国の経済的厚生を拡大するが域外国に対
 しては差別的である。
 本章は差別的な面を有するFTAが動態的には域外国に対しても経済的厚生を拡大することが可
 能な特化促進的なFTAが可能であることを本研究は主張した。内容は、域内メンバー国が相互に
 特化を進め、域内経済を拡大させることを通じて、・経済拡大効果を域外国へ波及させ、FTAの域
 内と域外とをつなぐ比較優位に基づく国際分業の産業連関を発展させることが可能である。
 このことが実現するときNAFTAの協定のなかで謳っている主要な内容である、NAFTA協定の
 厚生を拡大・増進させるためにNAFTAにとまらず、さらに多国間での協定・協力につなげる、
 とのNAFTA協定の今後のシナリオと合致する。
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 第3章地域経済統合と通商政策
 本章は戦後の日本の産業政策が日本の自動車産業にどのような影響を与えたのか。また・戦後・
 世界の自動車産業が対外直接投資を通してどのような展開をしてきたのか。NrAFTAの締結はどの
 ように展開しているのか。さらには、日本の自動車メーカーがこれらの環境変化のなかでNAFTA
 のなかでどのように事業展開を進めたのか。これらの課題につき、本研究はグローバルかつローカ
 ルな事業を「事業のローカル化指数(BLi)」を提案してその実態の解明を試みた。得られた新た
 な知見は、日本企業がグローバル化を進めるとともに、日本との取引を強めている様子が明らかと
 なった。なお、その内容を実態調査の結果を踏まえて概観した。実態調査は、文部省の科学研究費
 補助金を得た国際調査研究の一環としてアメリカおよびカナダの研究者とともに、1997年夏および
 1998年夏の2度おこなった。前者はNAFTA3力国で事業をおこなっている日本の自動車メーカー
 6社、部品メーカー4社を調査した。後者は本社でのインタビューを5社、4工場の調査ならびに
 部品メーカー2社の本社でのインタビューと工場調査をおこなった。
 得られた知見から自動車メーカーが遭遇する社会・文化・政治・経済視点が浮き彫りになった。
 第4章北米における日本の自動車産業の対外直接投資の社会・経済的な環境
 日本の自動車メーカーは戦後しばらくの間、貿易を通じて海外との取引をおこなってきた。しか
 し、とりわけ日米の間で通商問題が生じ、摩擦を生む産業が拡大し、加熱するにつれて・自動車産
 業がやり玉に挙がった。日本の自動車メーカーは対外直接投資を開始するが、当初は「スクリード
 ライバー」型という組み立て用の部分品を輸出し、現地で組み立てる方式を採用した。
 しかし、付加価値が低いこのような生産体系は間もなく批判された。その後、本格的な対外直接
 投資の始まりが始まったが、自動車メーカーが遭遇する文化・社会・経済面での環境の違いが大き
 く、それを乗り越えるうえで、独自の企業文化を現地の文化・社会環境に適合させる形でグローバ
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